
シンボルマークや社名の書体（これらを総称して
ロゴマーク）には、会社のビジョンや経営理念な
どさまざまな想いが詰まっています。そうした各
社各様のロゴマークをご紹介します。 

本　　社：大阪府東大阪市長田中 4丁目 4番 10 号

創　　業：1957（昭和 32）年 3月

資 本 金：9,500 万円

従業員数：287 名（2024 年 12 月末現在）

会社概要

株式会社 ピカ コーポレイション

Ｑ1. 事業内容をご紹介ください
1957年の創業以来、アルミ製のはしご、脚立、各種作業台

など、昇降作業用製品のメーカーとして歩んでまいりまし

た。また、お客様のご要望に合わせたオンリーワン製品と

なる特注品も提供しています。

近年は油圧式・ウインチ式の昇降作業台、各種物流機器の

製造販売を展開し、また、新たな事業としてペット用品の

製造・企画販売も行っております。

Ｑ2. ロゴマークに込めた思いをお聞かせください
“ＰｉＣａ”は、“People and Ideas in Creative Action”つまり、

「創造性あふれる人々とひらめき」が集まったチームであ

ることを表わしています。ひと言で言えば「個性の輝き」。

どこにもない鮮やかな個性を大切に磨きあげ、きらめく存

在になりたいというわたしたちの願いがこめられています。

そして個性輝く社員とともに、皆様の明日をささえてまい

ります。

Ｑ3. 貴社の強み、アピールポイントをお聞かせください
各種工場や物流、ターミナル、イベント施設に発電所。さら

には鉄道、造船、航空機から宇宙開発関連に至るまで、幅

広い現場の声を聞き、顧客ニーズに合わせた製品を次々に

具現化しているところがピカ コーポレイションの強みです。

企業サイトにリンクします

企業理念

株式会社 ピカ コーポレイション

徹底した顧客視点のモノづくりで様々な現場作業の安全と利便性向上に貢献する

人と地球にやさしい、快適な作業環境を提供する
革新、迅速、挑戦、「INNOVATION, SPEED & CHALLENGE」の精神を持って取組む
お客様に真に満足と安心をしていただける商品とサービスの提供ができる企業となる

主力製品のアルミニウム製はしご・脚立・作業台

特注品（航空機点検用足場）

第８４回

大和鋼業　株式会社

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

取締役副社長　津井田  友佳子 氏

「DX を進めるには HX（Human Transformation）が必要不可欠」と
いう考えのもと、社内の組織改革、風土づくりを続けています。

どれだけ優秀なシステムを導入したとしても、それを使うのは
人。人の考えがアップデートできなければ、変革を成し遂げること
はできません。社員が「どうなりたいのか」という理想の未来（あり
たい姿）に思いを巡らし、仲間と共に考え、アイデアを創出してい
く。自己完結ではなく、それぞれの業務の繋がり部分をスムーズに
していく。部分最適ではなく、全体最適の考えを持ち、協力しあって
カイゼンを実施していく。そのような一つ一つの活動が積み重な
り、組織として働きやすい風土が醸成されていきます。

カイゼン＝変革 (Transformation) ではありませんが、仲間と協力
し合ってカイゼンができる働きやすい風土があれば、「DX」という
新たなステージが必然的に生まれるのだと考えます。私も含め、社
員全員が常に少しずつ成長し、より大きな目線で物事を捉えられる
組織であり続けたいと強く思います。

会社概要

◆本 社 所 在 地 
◆業 種・製 品

◆創             業
◆資    本    金
◆従 業 員 数

大阪府松原市三宅中 7 丁目 4 番 26 号
ガス精密溶断／レーザー切断、開先加工、機械加工（穴あけ・曲げ・切削）、
溶接加工、製罐加工、塗装加工、鋼板販売
大正 14（1925）年 10 月 1 日
6,300 万円
165 名

私が大切にしている言葉連載

ＤＸはＨⅩ
（Human Transformation）

企業サイトにリンクします ▶
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